






 

研究目的 

 乳幼児の健全なる発育と障害児の早期発見を図るため,国は昭和 52 年度から

新規事業として,1 才 6 ヵ月児健康診査事業を市町村で実施するよう算化した。

また,その実際の実施要領については,心身障害研究の成果から「1 才 6 ヵ月児

健康診査の手びき」(中山健太郎)が公表された。これらによって l才 6ヵ月児

健康診査(以下健診と略す)が,市町村において実施されることとなったが,これ

を効果的に実施するために,①実行上の問題点の把握,②健診票及び受診前質問

票の検討を行い,今後の健診の具体的な方式の確立のため,資料となることを目

的とした。 


